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商
経
学
部
（
現
・
経
済
学
部
）
入

学
後
は
、
栃
木
か
ら
神
田
校
舎
ま
で
、

東
北
本
線
で
片
道
二
時
間
か
け
て
通

学
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
車
中
で
は

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
読
ん
で
時
間
を
つ

ぶ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

当
時
の
専
大
は
野
球
、
卓
球
を
は

じ
め
ス
ポ
ー
ツ
が
強
く
、
ク
ラ
ス
に

も
ス
タ
ー
選
手
が
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
か
ら
、
自
分
も
メ
デ
ィ
ア
を

に
ぎ
わ
せ
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
ラ

イ
タ
ー
に
な
っ
て
な
に
か
を
発
信
、

発
表
し
て
い
き
た
い
と
、
志
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

手
始
め
は
、
専
大
生
時
代
か
ら
始

め
た
新
聞
や
雑
誌
へ
の
投
稿
で
し
た
。

得
意
分
野
の
野
球
で
は
、「
東
京
六
大

学
に
神
宮
球
場
の
使
用
優
先
権
が
あ

り
、
東
都
リ
ー
グ
は
常
に
日
程
の
シ

ワ
寄
せ
が
起
き
る
こ
と
か
ら
『
東
都

専
用
球
場
の
設
置
を
急
げ
』」
と
い

っ
た
趣
旨
で
、
読
者
欄
な
ど
に
数
十

回
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
卒
業
後
す
ぐ
に
デ
ビ

ュ
ー
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
物
流
車
両
機
器
の

会
社
で
、
二
十
数
年
を
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
あ
い
だ
も
、
何
か
を
発
信
し

た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
が
。
酒
も
ゴ
ル
フ
も
マ

ー
ジ
ャ
ン
も
嗜
ま
な
か
っ
た
ぶ
ん
、

気
分
転
換
に
熱
中
し
た
の
が
、
日
曜

日
の
〝
週
末
カ
メ
ラ
マ
ン
〞 

で
、
各

地
の
祭
り
や
モ
デ
ル
の
撮
影
会
な
ど

に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

四
四
歳
で
写
真
家
に
な
る
二
年
ほ

ど
前
か
ら
は
、
子
ど
も
の
遊
び
に
興

味
を
覚
え
、
東
京
下
町
な
ど
都
内
を

中
心
に
一
七
年
ほ
ど
撮
影
を
続
け
ま

し
た
。
電
子
ゲ
ー
ム
機
の
登
場
や
塾

通
い
が
次
第
に
増
え
、
子
ど
も
の
遊

び
が
街
か
ら
消
え
て
ゆ
く
ま
で
、
そ

の
経
過
を
追
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め

と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
と
ア
ジ
ア
の
市
場
、
さ
ら
に
エ
ー

ゲ
海
の
島
々
も
追
い
続
け
て
い
る
テ

ー
マ
で
す
。
ア
ジ
ア
の
市
場
に
つ
い

て
は
、
二
五
ヵ
国
数
百
ヵ
所
を
巡
っ

て
撮
影
し
て
い
ま
す
し
、
エ
ー
ゲ
海

の
島
は
、
観
光
客
が
ま
ず
訪
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
な
島
々
ま
で
含
め
て
、

全
五
二
島
を
撮
影
制

覇
し
ま
し
た
。

　

表
現
者
、
発
信
者

と
し
て
生
き
残
る
た

め
に
「
ま
だ
誰
も
や

っ
て
い
な
い
こ
と
を

撮
っ
た
り
、
書
い
た

り
し
た
い
」
と
い
う

こ
と
を
、
常
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
、

卒
業
後
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
、
貴

重
な
四
年
間
に
専
門

分
野
を
学
ぶ
と
同
時

に
、
自
分
を
発
見
し
夢
と
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
ち
な

み
に
私
の
よ
う
な
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に

は
、
自
己
管
理
能
力
が
重
要
で
、
さ

ら
に
企
画
力
や
発
想
力
が
最
も
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

二
十
数
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
経
て
、デ
ビ
ュ
ー

戦
に
も
資
格
が
あ
る
場
合
は
可
能
な

限
り
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
海
外
に

出
て
他
国
の
選
手
の
プ
レ
ー
や
文
化
、

ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
の
違
い
を
体
感
す

る
こ
と
で
、
日
本
に
戻
っ
た
と
き
に
、

自
分
に
足
り
な
い
も
の
が
見
え
て
く

る
。
海
外
体
験
は
自
分
の
成
長
に
結

び
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

今
後
は
日
本
と
ア
ジ
ア
の
ツ
ア
ー

の
交
流
が
よ
り
深
ま
り
、
欧
米
の
よ

う
に
世
界
で
認
め
ら
れ
る
ツ
ア
ー
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
部
後
輩
の
プ
ロ
も
増
え
、

用
具
メ
ー
カ
ー
の
要
職
に
も
O
B
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
専
大
と
ゴ
ル
フ
部

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

今
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で

は
、
新
聞
記
事
な
ど
を
用
い
て
日
本

企
業
の
海
外
進
出
の
様
子
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
外
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出

し
ま
し
た
。
中
国
で
は
人
を
使
う
立

場
だ
っ
た
の
で
、
逆
の
こ
と
を
経
験

し
て
お
く
べ
き
と
考
え
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
清
掃
の
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
学
内
外
の
活
動
を
通
じ

て
、
中
国
人
と
日
本
人
の
文
化
や
考

え
方
の
違
い
に
つ
い
て
体
感
で
き
た

こ
と
が
、
現
在
の
貿
易
業
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
創
立
一
三
〇
年
を
迎

え
る
専
大
に
は
、
留
学
生
交
流
を
さ

ら
に
増
や
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

挨
拶
、
時
間
厳
守
」
を
た
た
き
込
ま

れ
ま
し
た
。
精
神
・
根
性
論
も
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
立
場
を
わ
き
ま

え
る
と
い
っ
た
、
社
会
で
生
き
抜
く

力
を
与
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

卒
業
の
翌
年
に
は
プ
ロ
と
し
て
ツ

ア
ー
デ
ビ
ュ
ー
で
き
て
、
シ
ー
ド
権

を
取
る
ま
で
に
五
年
を
要
し
ま
し
た

が
、
以
降
は
比
較
的
安
定
し
た
成
績

を
残
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
間
、
プ
ロ
入
り
後
す
ぐ
に
ア

ジ
ア
ン
ツ
ア
ー
の
予
選
会
に
出
場
、

米
国
P
G
A
ツ
ア
ー
に
も
ス
ポ
ッ
ト

参
戦
、
海
外
メ
ジ
ャ
ー
の
予
選
や
本

で
し
た
。
あ
る
と
き
、
取
引
先
の
日

本
人
か
ら
「
大
学
を
出
て
い
な
い
の

に
そ
ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
け
た

の
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
。
悪
気
は
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、「
な
ん
と
か

見
返
し
て
や
り
た
い
」
と
考
え
、
来

日
を
決
意
。
語
学
学
校
を
経
て
、
三

一
歳
で
商
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
る
の
は
、
留
学
生
会
の

先
輩
の
紹
介
で
入
っ
た
飯
田
謙
一
ゼ

ミ
の
授
業
。「
人
の
悲
し
み
が
わ
か
る

人
に
な
れ
」「
社
会
人
に
な
っ
た
ら

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相

談
）
を
大
切
に
」
と
い
う
教
え
は
、

中国出身。中国で縫製工場の責任者を務めた後、
来日。00年、31歳で商学部入学。在学中は、
留学生会の交流部長も務める。休日には毛筆を
持ち、創作に励む。07年、書の日本書展と水
墨画の現水展に初出展で入選。

福岡県出身。15歳でゴルフを始め推薦入試で
専大進学。93年ツアーデビュー。08年、日本
ツアーとアジアンツアーがジョイントした初海
外試合「パインバレー北京オープン」優勝。賞
金の一部を中国・四川省大地震の被災地に寄付。

ル
フ
部
の
岡
村
誠
男
部
長
や

諸
先
輩
か
ら
は
「
礼
儀
作
法
、

国
で
は
、
約
二
五
〇
人
が
働

く
ア
パ
レ
ル
工
場
の
責
任
者

　狐崎知己ゼミでは途上国の経済発
展に関する理論、事例研究に熱中し
ました。現地を自分の目・耳・口で
フィールドワークしましたが、これ
は国際経済学科の先生方に身をもっ
て教わったことです。現在はエルサ
ルバドルで同国の政治経済や中米情
勢の調査・研究に従事しています。

　経営学の蔡　錫（チェ・インソ
ク）先生から学んだ行動科学的な観
点からのリーダーシップ論は、今、
いけ花の次期家元として修養中の私
にとっては大きな礎です。どんな時
代でも「名」にとらわれず、「質実」
を重視する、そんな専修人らしさを、
いつまでも大切にしたいと思います。

　中田武司ゼミでは『伊勢物語』の
世界をテーマに、学問の楽しさを学
びました。当時から『伊勢物語』や
『源氏物語』、『更級日記』など日本の
古典に夢中で、いつもポケットに文
庫本を忍ばせていました。今後も手
綱を緩めず、一生最善を尽くして研
究と教育にまい進していきたいです。

　在学中から国際的な仕事に漠然と
憧れましたが、就職氷河期で挫折も
経験。就職課や諸先輩の励ましに助
けられました。海外勤務4年目を迎
え、真の国際人とは流暢な言葉より
も日本人としての考えや信念の下、
国際舞台で外国人と接することので
きる日本人である、と強く感じます。

岩手県出身。経済学研究科博
士後期課程に進学後の3年目、

休学して約2年間、外務省専門調査員として
在パナマ日本大使館に勤務。その後、在エル
サルバドル大使館に赴任、現在に至る。

東京都出身。一葉式いけ花家
元の次男に生まれ、02年日本

いけばな芸術協会新世代展出品。04年渡米
し工業デザインを学ぶ。北米、南アフリカな
ど国内外でのいけ花ライブ・教授活動を展開。

韓国出身。96～01年、文部
省国費留学生。01年5月より韓

国湖南大学校、光州大学校等で教員を務め、
現在、大田大学校の国際協力研究センター所
長、韓国日本語文学会学術理事を兼務。

福井県出身。99年キヤノン
入社。7年間の営業職を経て06

年にキヤノンヨーロッパに異動。ロシア・中
東・アフリカの新興市場でカメラ系商品の販
売を担当。09年よりモスクワにて現職。

　学生時代、たくさん本を読んでは
現場に赴き、地球は広く一様でない
と実感しました。多くの人との出会
いを通じて、価値観も多様であるこ
とを学べたことが、今の生き方に生
かされています。今後は、海を巡る
旅から自然と人のかかわりを学び、
社会に還元していきたいです。

　弁護士になってから英語を勉強し
直し、07年に米国のロースクール
に留学、昨年ニューヨーク州の司法
試験にも合格しました。何事も諦め
ずに目標に向かって努力することを
梅本吉彦教授や当時の司法試験研究
室（正法会）の諸先輩方から教えて
いただいたおかげだと思います。

　生田寮には2年間いました。大学
時代から今の仕事につながる、海関
係や撮影のアルバイトに精を出しま
した。寮の仲間が400人ほどいて、
今も付き合いがあります。仕事では
世界中の海を巡りますが、あらかじ
めつくっていくイメージと現場の
「絵」が合ったときが快感ですね。

東京都出身。卒業後、国内外
の海を渡り歩き、海に生きる

人々の知恵を学び始める。02年よりシーカ
ヤックでのオーストラリアから日本までの人
力航海をスタート。前人未到の冒険に挑戦中。

東京都出身。三宅・今井・池
田法律事務所パートナー弁護士。

08年米国ニューヨーク州司法試験合格。
Zeichner Ellman & Krause LLP（http://
www.zeklaw.com）にて研修を行なう。

愛媛県出身。大学2年からダ
イビングを始め、海をテーマに

写真を撮る。海専門のフォトライブラリー、
マリンプレスジャパン代表。沖縄、タヒチ、
カリブ海、モルディブといろいろな海を巡る。

栃木県出身。83年、サラリーマ
ンを経て写真家に。子どもの遊び、
海外紀行をテーマに雑誌への寄稿
や写真集を発表。現在までウズベ
キスタン、ギリシャなど世界58
ヵ国を撮影取材。

近著『エーゲ海  青と白が誘う52島』で訪れた
サントリーニ島は幻のアトランティスの舞台。

国
境
を
超
え
て
活
躍
す
る

各
分
野
の
専
修
人
た
ち

一
三
〇
年
前
、若
き
四
人
の
創
立
者
た
ち
が
海
を
越
え
、法
律
や
経
済
の
専
門
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
、現
代
に
受
け
継
ぐ
一
〇
人
の
卒
業
生
を
追
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
彼
ら
が
、専
修
大
学
で
得
た
も
の
と
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
？

ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
を
、
国
際
人
と
し
て
生
き
る

社 会 知 性 の
チ カ ラ

日本を変える、
世界を動かす！
日本日本日本を変える

専修大学
 創立130年
記念企画

プロゴルファー

藤田寛之（1992年経済学部卒業）
大昌貿易行服飾雑貨部、課長代理

王 寛（2004年商学部卒業）

海外ツアーにも積極参戦。
ゴルフを通じて、
交流を進めていきたい

中国人、日本人、双方の
文化と考え方の違いを
踏まえて貿易に携わる

キヤノンロシア LLC カメラ系／
マーケティングマネージャー

田中智己（1999年法学部卒業）

在エルサルバドル日本大使館専門調査員

佐藤香子（2003年
経済学研究科修士課程修了）

弁護士、ニューヨーク州弁護士
（現在、登録手続き中）

相羽利昭（1990年法学部卒業）

韓国・大田大学校日語日文学科副教授

閔 丙勳（2001年文学
研究科博士後期課程修了）

海洋写真家

武内宏司
（1970年経済学部卒業）

一葉式いけ花  家元嗣

粕谷尚弘
（2003年経営学部卒業）

ゴ中

冒険、芸術、
そして
海外勤務に
文化交流
―グローバルな活躍

フォトグラファー、
 旅行作家

萩野矢慶記
（1961年商経学部卒業）

第　　回

学
生
時
代
に
抱
い
た
志
を
忘
れ
ず
に
、

誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
り
た
い

海洋冒険家

八幡 暁
（1996年経営学部卒業）
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